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要旨：人には群衆の顔へ注意を向けたときに，どのような反応をして

いるのか瞬時に推察する能力がある。Goldenberg et al.（2021）は群衆

の感情を判断する際，全体の感情を実際よりも強く見積もる群衆感

情増幅効果があることを示した。本研究では先行研究の追試に加え，

群衆の性別が群衆感情増幅効果に与える影響について明らかにする

ため，刺激となる顔画像の性別を操作した。実験の結果，群衆感情増

幅効果は見られず，群衆の性別による違いも見られなかった。群衆

の人種の違いが結果に影響を与えた可能性について考察した。 

 

 

問  題 

 

大勢の前でスピーチをする場面では，多くの場合講演者は聴衆の表情へ注意を向けてい

る。その際，じっくりと時間をかけて一人一人の表情を確認しなくても，全体を見渡すだけ

で楽しんでいるのか退屈しているのかといった様子をおよそ判断することができる。この

ように，人には複数の人々からなる群衆の顔へ注意を向け，表情からどのような反応を示し

ているのか瞬時に推察する能力がある。 

こうした能力を支えるメカニズムとして，視覚的に入力された複数の要素を短時間で要

約し，全体を推論するというアンサンブルコーディングが挙げられる。しかし，アンサンブ

ルコーディングでは必ずしも正確に刺激の特徴をすべて捉えられるとは限らない。

Goldenberg, Weisz, Sweeny, Cikara, & Gross（2021）は，知覚者が群衆の顔を見てアンサンブ

ルコーディングをする際，強い感情を示す顔に優先的に注目するために群衆感情増幅効果

が生じると主張し，そのことを実証した。群衆感情増幅効果とは，群衆全体の感情を推察す

る際，実際に個々の顔が表す度合いよりも群衆全体の感情の度合いを過度に見積もった推

察をするというバイアスのことである。 

なぜ群衆の感情を個々の顔の実際の感情よりも強く見積もることになるのだろうか。 
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Kanaya, Hayashi, & Whitney(2018)は，顕著な情報を重視するという傾向は，セットに含ま

れるアイテムの数が増えるほど大きくなることを示した。さらに，Bucher & Voss（2018）で

は，ポジティブな感情よりもネガティブな感情を表現する群衆のほうがより大きな増幅が

あることが示唆された。これら利用可能な証拠に基づいて，Goldenberg et al.（2021）は群衆

感情増幅効果に関して 3 つの仮説を立てた。仮説は第 1 に，群衆感情増幅効果により，知覚

者の推定する群衆の平均的な感情は実際よりも強く見積もられること，第 2 に，刺激となる

顔の数が増えると群衆感情増幅効果がより強くあらわれること，第 3 に，群衆感情増幅効果

はポジティブな感情よりもネガティブな感情のほうがより強固であることであった。

Goldenberg et al.は 3 つの実験を通してこれらの仮説を検証した。いずれの実験でも程度の異

なる感情を示す複数の顔画像を呈示し，参加者はその平均感情を推察するという課題を行

った。加えて，実験 2 では顔画像の呈示時間を変化させ，実験 3 ではアイトラッキングを用

いて眼球運動の測定を行った。これらの実験の結果，知覚者は強い感情を持つ顔に対して注

意を向ける時間が長く，感情の強い顔を見る時間が長くなり，その結果として群衆感情増幅

効果が大きくなることが分かった。 

Goldenberg et al.（2021）の実験では，白人男性の顔のみを刺激として使用していた。その

ため，女性の顔を刺激とした場合にも同様の群衆感情増幅効果が生じるのかどうかは明ら

かでない。Plant, Hyde, Keltner, & Devine（2000）によると，受け取る感情の強さは対象の性

別によって異なり，対象が男性であるよりも女性である場合により感情的だと受け取られ

やすいことが報告されている。群衆感情増幅効果に群衆から受ける感情の強さの印象が影

響を与えるのだとすれば，こうしたジェンダーバイアスが群衆感情増幅効果に影響を与え，

対象の性別によって増幅効果も変化する可能性がある。 

 そこで本研究では，Goldenberg et al.（2021）の実験 1 の追試に加えて，女性は男性よりも

感情的であると思い込む傾向が群衆感情増幅効果に与える影響を明らかにすることを目的

とした。Goldenberg et al.の実験に基づき，参加者は呈示される複数の顔画像に対して，その

平均感情を推定する課題を行う。Goldenberg et al.が実験後に行った質問紙による調査は，本

研究では省略する。Goldenberg et al.と同様の仮説が支持されるとするならば，群衆感情の推

定平均値は実際の平均値よりも高く，顔の数が増えると推定平均値は高くなり，幸福条件よ

りも怒り条件の方が推定平均値は高くなることが予想される。 

 本研究では，顔の数，感情の種類に性別を加えた 3 要因を独立変数，平均感情の推定値と

実際の値の差を従属変数とする。前述した通り，人は女性をより感情的だと思い込みやすい。

つまり，女性の顔は感情の変化が大きく強い印象を受けるため，男性の顔を見た場合よりも

感情的な顔により注目しやすいのではないかと考えられる。感情的な顔に注目する時間が

長いほど群衆感情増幅効果が強くなるとすると，女性の群衆は男性の群衆よりも平均感情

の推定値が高くなると推測できる。そこで， Goldenberg et al.（2021）の仮説に加え，女性

の群衆を見た場合の方が男性の群衆を見たときよりも群衆感情増幅効果が強くなるという

仮説を検証する。もしこの仮説が正しければ，平均感情の推定値と実際の値の差は，観察対
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象が男性である場合よりも女性である場合の方が大きくなることが予想される。 

 

方  法 

 

実験参加者 

 大学生 20 名（女性 18 名，男性 2 名）が実験に参加した。参加者の平均年齢は 20.55 歳

(SD = 0.60)であった。全体の参加者のうち，視力に問題があると報告した者はいなかった。 

刺激と装置 

本実験は，ウェブサーバー上で実行できるプログラムである lab.js（Henninger, Shevchenko, 

Mertens, Kieslich, & Hilbig, 2020）を用いて，実験参加者各自のコンピュータで行われた。刺

激となる顔画像は Montreal Set of Facial Displays of Emotion（MSFDE; Beaupre & Hess, 2005）

を使用した。人種ごとに分かれた African encoders，Asian encoders，Caucasian encoders，Hispanic 

encoders の 4 つのファイルから Asian encoders を選択し，男性と女性それぞれ 4 名の顔を用

いた。各人の顔の表情は，中立，怒り，幸福，悲しみ，恐怖，嫌悪，恥じらいを表しており，

本実験では，中立，怒り，幸福の 3 種類の表情の顔画像を用いた。モーフィングソフトウェ

ア Abrosoft FantaMorph 5 Pro（Abrosoft）を使用し，顔画像の重なりに違和感がなくなるよう

に，眉，目，輪郭などの位置を調整し，同じ人物の中立と怒り，中立と幸福の画像をそれぞ

れ合成した。中立から怒り（怒り条件），中立から幸福（幸福条件）に 50 段階で変化するよ

うに設定し，以下では中立の顔の感情得点を 1 点，非常に怒った顔と非常に喜んだ顔を 50

点とする。顔画像は正方形に加工し，サイズは縦横 140 ピクセルとした。背景の色は，RGB

値で（127,127,127）に統一した。同じ人物の同じ種類の感情の種類を示した顔画像を 1～12

個抽出したものを 1 つの顔セットとした。顔セットに使用する人物は実験の中で均等な回

数呈示されるようにし，顔の数は 1～12 個の間で無作為に抽出した。各顔セットの平均的な

感情の強さは 10～40 点の間で無作為に設定し，さらに，標準偏差が常に 10 になるように

した。 

 

手続き 

 実験参加者は，画面上に呈示された顔セットの平均的な感情を推定することを求められ

た。顔は，画面上に設定された 12 の位置のいずれかにランダムに呈示された。図 1 に刺激

画面の例を示した。なお，著作権の観点から図には実際の刺激画像ではなく，実験には用い

なかった，使用許諾の得られた人物の画像を用いた（以下の図も同様）。実験参加者が顔の

位置を追跡することがないように，試行ごとに設定位置を上下左右にそれぞれ上限 15 ピク

セルまでランダムに微動させた。画面上に顔セットが 1000 ms 呈示された後，感覚記憶が残

らないようにするために顔と同じ位置にマスクを 250 ms 呈示した。マスクは，それぞれの

顔を 70 個の正方形のピースに分割し，そのピースをランダムにシャッフルすることで作成

した。顔セットとマスクが呈示された後，画面中央に，呈示された顔セットと同じ人物の顔
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が 1 つ呈示された。最初に呈示される顔が表現する感情は，モーフィングの際に設定した

50 段階のうち，12，25，38 点の 3 種類からランダムに選ばれた。実験参加者は，キーボー

ドの矢印キーを押すことで，顔セットの平均的な感情の強さを推定した。左の矢印キーを押

すと顔の表情はより中立的な顔に変化し，右の矢印キーを押すと怒った顔や幸福な顔の方

向に変化した（図 2）。回答用の顔はそれぞれの感情の 1～50 の段階まで変化させることが

できた。平均的な感情の推定に制限時間はなかったが，必ず 1 回はいずれかの矢印キーを押

して表情を変化させることが求められた。回答画面ではキーボードの Enter キーを押すこと

で次の試行に進んだ。試行数は計 220 試行であった。その内訳は，幸福条件と怒り条件の各

条件で，男性の顔を用いた試行を 55 試行，女性の顔を用いた試行を 55 試行の計 110 試行ず

つであった。 

 

 

図 1 刺激の呈示例 

 

 

 

 

 

 

 

1 25 50 
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図 2 回答の変化の例 

 

結  果 

 

各顔セットで表現された実際の感情得点の平均値と，参加者が推定した群衆の平均感情

の点数の差分を従属変数，顔の数と感情を独立変数として，マルチレベルモデルによる分析

を行った。分析には統計パッケージ R 4.1.2（R core team, 2021）と lmerTest パッケージ

（version 3.1-3）を用いた。実験参加者が矢印キーを 1 度も押さずに次の試行へ進めてしま

った場合には，推定した平均感情の点数のデータを得ることができなかったため，その試行

のデータは除外した。その結果，怒り条件において，男性の顔が呈示された場合で 27 個，

女性の顔が呈示された場合で 27 個，計 54 個のデータが除外された。幸福条件において，男

性の顔が呈示された場合で 25 個，女性の顔が呈示された場合で 34 個，計 59 個のデータが

除外された。 

 感情の種類ごとに顔の数が実際の平均感情と推定した平均感情の差分に及ぼす効果をマ

ルチレベルモデルによって推定した結果を図 1 に示した。実際の群衆感情の平均値と参加

者が推定した群衆感情の平均値を比較した結果，推定された感情は実際の感情よりも 0.07

ポイント（1 から 50 までの尺度）低かった（b = -0.07, SE = 0.05, t(4284) = -1.36, p = 0.18）。

顔の数が増えることは，推定された群衆感情と実際の群衆感情の差分に影響を及ぼしてい

るとはいえなかった（b = -0.07, SE = 0.05, t(24284) = -1.29, p = 0.21）。怒り条件と幸福条件で

群衆感情の差分は有意には異ならなかった（b = -0.53, SE = 0.89, t(4284) = -0.59, p = 0.56）。 

 

1 25 50 

中立 怒り 
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図 1 顔の数と感情の種類が推定した感情と実際の感情の差に及ぼす効果 

（エラーバーは 95%信頼区間） 

 

独立変数に性別を追加して，再度分析を行った。顔の数と感情の種類が平均の差分に及ぼ

す効果を性別ごとに比較した結果を図 2 に示した。性別を考慮しなかったときと同様に，顔

の数が増えることは，推定された感情と実際の感情の差に有意に影響を及ぼさなかった（b 

= -0.08, SE = 0.05, t(4284) = -1.46, p = 0.16）。怒り条件と幸福条件とでは，推定された感情と

実際の感情の差分は有意に異ならなかった（b = -0.21, SE = 0.85, t(4284) ＝ -0.24, p = 0.81）。

推定された感情と実際の感情の差分は女性の顔よりも男性の顔でより高かった（b = -0.86, 

SE = 0.36, t(4284) = -2.42, p = 0.02）。顔の数と性別の交互作用を検証した結果，有意ではな

かった（b = -0.03, SE = 0.09, t(4284) = -0.35, p = 0.73）。 
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図 2 顔の性別ごとの顔の数が推定した感情と実際の感情の差に及ぼす効果 

（エラーバーは 95%信頼区間） 

 

考  察 

 

本研究では，Goldenberg et al.（2021）の実験 1 の追試に加えて，呈示する群衆に女性の画

像も用いることにより，女性は男性よりも感情的であると思い込む傾向が群衆感情増幅効

果に与える影響を明らかにすることを目的とした。まず，独立変数である感情の種類と顔の

数が，従属変数である平均感情の推定値と実際の値の差に及ぼす影響の大きさを推定した。

その結果，感情の種類と顔の数はどちらも平均感情の差に影響を及ぼしているとはいえな

かった。次に，感情の種類，顔の数，性別が平均感情の推定値と実際の値の差に及ぼす影響

の大きさを推定した。その結果，感情の種類と顔の数による影響は示されず，男性の顔の方

が女性の顔よりも平均感情の差が大きいことが示された。 

 本研究では，アジア人の男性及び女性の画像を刺激として用いて Goldenberg et al.（2021）

の 3 つの仮説を再度検証した。これらの仮説からは，群衆感情の推定平均値は実際の平均値

よりも高く，顔の数が増えると推定平均値は高くなり，幸福条件よりも怒り条件の方が推定

平均値は高くなることが予想された。しかし，本研究では，群衆感情の推定平均値は実際の

平均値よりも高くならなかったため，第 1 の仮説は支持されなかった。また，顔の数が増え

ても推定平均値は高くならなかったため，第 2 の仮説も支持されなかった。さらに，幸福条

件よりも怒り条件で推定平均値が高くならなかったため，第 3 の仮説も支持されなかった。

これらのことから，本研究では予想通りにはならず，仮説は 3 つとも支持されなかった。 

 次に，男性の群衆よりも女性の群衆を見た際に群衆感情増幅効果はより強くなるという

本研究独自の仮説を検証した。この仮説からは，平均感情の推定値と実際の値の差は，群衆

が男性である場合よりも女性である場合の方が大きくなることが予想された。本研究の結

果は女性の群衆よりも男性の群衆を見た際に平均感情の推定値と実際の値の差が大きくな

っていた。よって予想通りにはならず，仮説は支持されなかったと言える。 

 群衆の性別にかかわらず群衆感情増幅効果は生じなかったものの，予想とは反対に，群衆

が女性である場合よりも男性である場合のほうが平均感情の推定値と実際の値の差が大き

かったという結果から，群衆の性別と群衆感情を評価する側の性別に関係があることが考

えられる。本研究では，20 名の実験参加者のうち 18 名が女性であったことから，同性であ

る女性の群衆を見たときよりも，異性である男性の群衆を見たときのほうが群衆の感情を

より過大に推定した可能性を考えることができる。 

 本研究では群衆感情増幅効果が生じることを確かめることができなかった。本研究の結

果が Goldenberg et al.（2021）と異なった理由として，刺激画像の妥当性の問題が挙げられ

る。本研究は参加者が日本人であったため，親近感を持たせるという狙いでアジア人の顔画

像を使用した。しかし，一般的にアジア人よりも白人のほうが感情表現が大げさであると考
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えられる。そのため，アジア人の顔を使用した本実験では感情の違いが相対的に認識しづら

かった可能性がある。今後は，人種が群衆感情増幅効果に与える影響についても検討してい

く必要があると言える。 
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